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本
県
の
虐
待
事
案
に
全
育
連
が
声
明
文

―
久
留
米
市
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人

に
よ
る
障
が
い
児
虐
待
―

令
和
４
年
（
２
０
２
２
年
）
７
月
に
福
岡
県
久
留
米
市
等
に

事
業
所
を
展
開
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人

「
さ
る
く
」
で

障
が
い
児
虐
待
が
起
き
ま
し
た
。

こ
の
事
案
に
対
し
令
和
４
年
７
月
２４
日
全
国
手
を
つ
な
ぐ
育

成
会
連
合
会
は
久
保
厚
子
会
長
名
で

「福
岡
県
久
留
米
市
等
で

発
生
し
た
障
害
者
虐
待
事
案
に
対
す
る
声
明
」を
出
し
ま
し
た
。

私
た
ち
福
岡
県
手
を

つ
な
ぐ
育
成
会
は
、
こ
の
事
案
を
引

き
起
こ
し
た
背
景
こ
そ
が
、
最
大
の
問
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

本
会
に
も
行
動
障
が
い
の
為

「受
け
入
れ
先
が
見

つ
か
ら

な
い
」
と
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
度
に
、
相
談
者
と
相

談
事
業
所
や
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
足
を
運
び
ま

す
が
、受
け
入
れ
先
は
容
易
に
見
つ
か
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。

強
度
行
動
障
害

の
あ
る
人
だ
け
で
な
く
、
知
的
、
発
達
障

が
い
の
あ
る
人
の
中
に
は
、
障
が
い
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で
は

「
困

っ
た
人
」
で
あ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

強
度
行
動
障
害
の
あ
る
人
と
事
業
者
を

つ
な
ぐ
支
援
セ
ン

タ
ー
的
な
も
の
が
で
き
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。
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ありがとうこざいました

この会報は、

共同募金の配分を受けて

作成したものです。

全国手をつなぐ育成会連合会【声明文】要約
本事案については、マスコミ報道等によると大きく3つ の

問題に分けて考える必要があります。

(1)職員配置義務違反(児童法福祉法違反)

(2)職員の身体的虐待 (障害者虐待防止法違反)

(3)男子中学生に対する拘束と監禁 (刑法違反)

これら3点の問題を引き起こした背景こそが、 4点 目にし

て最大の問題であると考えます。

それは、住んでいる地域に行動障害のある人を支える仕組

みが整っていなかったからです。(略)

本会としては、今回の事案を踏まえて、以下 2点 を強く求

めるものです。

1 身体的虐待や拘束、監禁の被害に遭った子どもの回復

と、心のケアに万全を期すこと。

2 強度行動障害への支援体制 (受入事業所の拡充、支援者

の養成と配置、ナシヨナルセンターや都道府県センターを

含む専門相談機関の創設など)を 一刻も早く整備すること。

県
は
、
強
度
行
動
障
害
の
都
道
府
県
セ
ン
タ
ー
を
含
む
専
門

相
談
機
関
の
創
設
を
早
急
に
取
り
組
み
、
次
の
現
状
を
考
慮
し

て
、
強
度
行
動
障
害
の
あ
る
人
へ
の
十
分
な
ケ
ア
体
制
を
、
特
に

次
の
２
点
を
考
慮
し
構
築
し
て
い
く
よ
う
に
と
申
し
入
れ
ま
し
た
。

ｌ
．
強
度
行
動
障
害
の
あ
る
人
は
、
概
ね
集
団
の
中
で
の
社

会
性
が
乏
し
い
た
め
、
通
所
や
入
所
な
ど
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
て
も
直
ぐ
に
は
、な
じ
め
な
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。

２
．
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
お
い
て
も
、
強
度
行

動
障
害
の
あ
る
人
の
環
境
整
備
（特
に
職
員
体
制
）
は
、

現
時
点
で
は
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

十
分
な
ケ
ア
体
制
と
は
、
相
談
支
援
と
と
も
に
強
度
行
動

障
害
の
あ
る
人
の
個
々
の
障
が
い
特
性
に
対
し
て
の
支
援
（検

討
や
方
法
）を
集
中
的
に
行
い
、
問
題
行
動
の
軽
減
と
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
拡
充
を
行
う
セ
ン
タ
ー
の
創
設
が
望
ま
れ
ま
す
。

制
度
の
狭
間
に
置
か
れ
た
強
度
行
動
障
害
の
あ
る
人
に
光

を
あ
て
、
虐
待
事
件
を
未
然
に
防
ぎ
た
い
も
の
で
す
ｃ

○
定
義強

度
行
動
障
害
は

「直
接
的
他
害
（噛
み
つ
き
、
頭

つ

き
、
な
ど
）
や
間
接
的
他
害
（睡
眠
の
乱
れ
、
同

一
性

の

保
持
）
、
自
傷
行
為
な
ど
が
、
通
常
考
え
ら
れ
な
い
頻
度

と
形
式
で
出
現
し
、
そ
の
養
育
環
境
で
は
著
し
く
処
遇

の
困
難
な
も
の
を

い
い
、
行
動
的
に
定
義
さ
れ
る
群
」

（引
用

一
行
動
障
害
児
（者
）
研
究
会
、
１
９
８
９
年
）

○
強
度
行
動
障
害
は
、
生
ま
れ

つ
き

の
障
が

い
で
は
な

い

と

い
わ
れ
て
い
ま
す
ｃ

○
強
度
行
動
障
害
が
起
こ
る
年
齢
は
、

特
に
思
春
期
以
降
に
多
く
、

強
い
こ
だ
わ
り
や
自
傷
、

他
傷
や
破
壊
行
動
な
ど
が

重
篤
化
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

※

「
強
度
行
動
障
害
」
は
、
福
祉
用
語
と
し
て

漢
字
表
記
と
し
ま
し
た
。

鯰
ィ
ギ

・一ヽ
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令
和
元
年
６
月
に
、
議
員
立
法
に
よ
り
、
「視
覚
障
害
者
等
の
読

書
環
境
の
整
備
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
（読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
）

が
成
立
し
ま
し
た
。
国
の
リ
ー
フ
レ
ツ
ト
に
は
、
「嗣唱
割
硼
割
悧
糊
口

関
瀾
州
樹
「
劇
「
劉
ｑ
の
川
洲
読
書
に
よ
る
文
字

・
活
字
文
化
の
恩
恵

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
法
律
で
す
。」と
明
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
、
福
岡
県
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
推
進
委
員
会
が
設
置
さ

れ
る
に
あ
た
り
、
知
的
発
達
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
に
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
実
態
調
査
を
し
ま
し
た
。

緊
急
調
査
に
も
か
か
ら
わ
ず
、
２
３
８
人
か
ら
回
答
が
よ
せ
ら

れ
、
会
員
を
は
じ
め
多
く
の
み
な
さ
ま
の
ご
支
援
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

集
計
結
果
（
一
部
）を
掲
載
す
る
こ
と
で
、
知
的
、
発
達
障
が
い
者

の
「読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
」
推
進
の
一
助
と
な
れ
ば
、幸
い
で
す
。

今
回
の
調
査
で
は
、
読
ま
な
い
人
は
６０
％
だ

っ
た
。

平
成
３１
年
の
文
化
庁
の
１６
歳
以
上
の
全
国
統
計
で
は
４２
％
で
、

今
回
の
調
査
と
は
１８
％
も
の
開
き
が
あ
り
、
知
的
障
が
い
者
の
読

書
す
る
割
合
は
か
な
り
低
い
結
果
だ

っ
た
。

福
岡
点
字
図
書
館
長

夏
秋

圭
助
氏
の
特
別
支
援
学
校
の
児

童

・
生
徒
を
対
象
と
し
た

「実

態
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
読
書
状

況
の
調
査
で
矧
劇
日
興
鯛
¶
月
国

一
読
ま
な

い

一
３４
％
に
対
し
、

今

回
の
調
査

の
６Ｃ
％
と
は
約
２

21以上7～ 20

家
族
（
３７
％
）
と
事
業
所
職
員
等
（
２９
％
）
で
半
数
以
上

（６６
％
）
を
占
め
ま
し
た
。
ま
た
、
「
い
な
い
」
と
答
え
た
人

は
１７
％
、無
回
答
１４
％
と
合
わ
せ
る
と
３
割
を
超
え
ま
し
た
。

表2:手助けしてもらう人

無回

1%

(2)先 生

2%

(3)図書館

1%

表3:図書館の利用の有無

利
用
者
は
４８
％
、
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
で

利
用
を
自
粛
し
て
い
る
人
が
６２
人
い
ま
し
た
。
別
の

統
計
と
比
較
す
れ
ば
、
学
齢
期
の
利
用
は
６０
％
あ
る

こ
と
か
ら
、
就
学
後
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

【障
が
い
の
特
性
に
見
る
様
々
な
状
況
】

図
書
館
を
利
用
し
た
こ
と
な
い
理
由
に

【ひ
と
り

で
行
け
な
い
】
【連
れ
て
行

つ
て
く
れ
る
人
が
い
な

い
】
と
答
え
た
人
が
い
ま
し
た
。
ま
た
、
【刺
激
が

強
く
、
落
ち
着
か
な
い
、
静
か
に
で
き
な
い
。】
な

ど
か
ら
、
【本
を
破
損
し
た
】
そ
の
果
て
に
、
【買
い

替
え
や
利
用
停
止
に
な
っ
た
】
と
。

知
的
障
が
い
児

・
者
の
読
み
聞
か
せ
会
を
求
め
る

声
も
あ
っ
た
。

合
理
的
配
慮
を
考
え
る
と
、
今
ま
で
の
図
書
館
の

利
用
規
約
を
根
本
か
ら
見
直
し
を
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
本
を
乱
暴
に

扱
っ
て
い
い
と
は
思
わ
な
い
が
、
図
書
館
に
関
わ
る

方
々
の
英
知
を
切
に
願
わ
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
。

「
本
を
読
む

の
は
楽
し

い
で
す
。
知
ら
な

い
こ
と

が
学

べ
る
の
で
楽
し

い
。
」
と

い
う
声
も
多
く
寄
せ

ら
れ
た
。
「
見
る
た
び
に
涙
が
出
る
」
自
分

の
文
字

で
書

い
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
涙
は
、
も
ち
ろ
ん

「感

動
」
で
す
ｃ
図
書
館
が
そ
ん
な
感
動

の
宝
庫
で
あ
る

こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
こ
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寄
付
金
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

令
和
４
年
９
月
２
日
（金
）
午
前
１１
時
か

ら
福
岡
市
博
多
区
の
全
国
信
用
協
同
組
合

連
合
会
応
接
室
に
お
い
て
、
福
岡
県
信
用

組
合
協
会

会
長

吉
丸

秀
利
氏
よ
り
、
当

育
成
会

へ
寄
付
金
Ｈ
万
８
千
５
８
６
円
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
贈
呈
式
に
は
全
国
信
用
協
同
組
合

連
合
会

福
岡
支
店
長

荒
井

悟
氏
、
九
州
信

用
組
合
協
会
、
福
岡
県
信
用
組
合
協
会

常

務
理
事

大
北
泰
生
氏
が
同
席
さ
れ
ま
し
た
ｃ

皆
様
の
ご
厚
情
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

横山利恵子会長 福岡県信用組合吉丸秀利会長

この寄付金は、「 しんくみピーターパ ンカー

ド」と呼ばれる信用組合、全国信用協同組合連合

会、いオリエントコーポレーションが提携 して

おこなっている社会貢献活動の一環で、信用組

合のお客さまが「しんくみピーターパンカー ド」

でショッピングをされると、利用額の一部が信

組業界の指定 したチヤリテイ関連団体に寄付さ

れる仕組みです。
しんくみピーターバンカード
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令
和
４
年
９
月
３０
日
（金
）
筑
紫
野
市
に
あ
る
福
岡
県
立
特
別

支
援
学
校

【福
岡
高
等
学
園
】
に
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会
に
よ
る

障
害
基
礎
年
金
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
ｃ

参
加
者
は
２５
名
（保
護
者
２２
名
、
本
人
１
名
、教
師
２
名
）
あ
り
、

福
岡
県
手
を

つ
な
ぐ
育
成
会
か
ら
は
横
山
会
長
と
岩
田
事
務
局

長
が
出
席
し
ま
し
た
。

午
後
１
時
、
学
習
会
は
定
刻
に
始
ま
り
ま
し
た
。
横
山
利
恵

子
会
長
の
開
会
の
あ

い
さ
つ
に
続
き
、
障
害
基
礎
年
金
学
習
会

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
上
映
時
間
は
約
１
時
間
あ

り
ま
し
た
が
、
参
加
者
は
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
、
熱
心
に
視
聴

さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
ｃ

上
映
後
は
、
質
問
時
間
に
入
り
ま
し
た
が
、
予
定
終
了
時
刻

を
過
ぎ
て
も
質
問
が
尽
き
ず
、
学
習
会
は
盛
会
の
う
ち
に
閉
会

し
ま
し
た
。
質
問
内
容
は
、
進
路
、
特
に
福
祉
的
就
労
に
関
す

る
も
の
で
し
た
。
先
生
方
か
ら
も
質
問
を
受
け
、
準
備
し
た

「育

成
会
」
の
資
料
の
説
明
が
十
分
に
出
来
ず
、
心
残
り
で
し
た
。

・一般就労者で受給・不需給の違いは、何処

にあるのか ?

・主治医の選び方 (情報)

・医師に親の意見の伝え方

(診断書に正確に書いてもらうため)

・就労支援事業所A型 とB型の違い
』L

二
施
設
で
疑
似
体
験
活
動
を
実
施

令
和
４
年
８
月
４
日

（本
）

福
岡
県
育
成
会
は
、
志
免
町

シ
ー
メ
イ
ト
に
て
志
免
町
社
会

福
祉
協
議
会
の
中
学
生
夏
季
福

祉
講
座
に
て
出
前
講
座
を
実
施

し
ま
し
た
。

令
和
４
年
８
月
１１
日

（木
）

社
会
福
祉
施
設
　
ち
く
ご
作
業

所
あ
い
あ
い
で
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

「
ち

つ
き

や
ら
」
が
疑
似
体
験

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ロ

ー

綱
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全国手をつなぐ育成会連合会 発行

情報・交流誌「手をつなぐ」

◇機関紙「手をつなぐ」購読ご希望の皆さまは

本会事務局にお申し込みください。

・年間購読料 一口 3,900円 (送料別)

※送料は回数によって異なり、
一日 (1冊)の場合は年間240円 です。

【購読料のうち一口当たり50円 を災害発生時の

見舞金や支援活動資金に充てられます】

手をつなぐ9/10月号表紙

【次号予告】(仮題)

★11月 号特集
「グループホームのいま」

★今月の問題
「雇用代理業」を考える

訂正 125号言葉の辞典 Unconscious・ biasが正 しいスペルで した。

【賛助会員会費は次の通りです】
知的障がいのある人たちが、ノーマライゼーション

の理念の下、自立した地域生活をおくるために必要な
運動を活発に展開するには、賛助会員の方々の支えが
必要です。

是非、ご協力をお願いします。

◆会費(個人会員)1回  2,000円/年
◆会費(団体会員)1口  10,000円 /年
◆会報「はぐくむ」で活動内容をお伝えします。

【ご入会については事務局までお問い合わせください】
公益社団法人 福岡県手をつなぐ育成会

電言舌:092-584-4374 FAX:092-584-4378

E―rnal:info@量 _ikusei.Org

IIP:https://fk―ikusei.org/

―「地域共生社会」の実現とは一
改正社会福祉法第四条「地域福祉の推進は地域住民が共生社会の実

現を目指して行わなければならない」を受け、県市町村は各地域福祉計

画との連携を保ちながら、共生社会の実現に向かう体制づ くりを規定
し、推進会議を設けることになりました。

地域社会の環境の変化により、地域が抱える生活・福祉課題が多様

化する中で、これを円滑に受け止める支援体制の構築を、地域住民の

地城基生生全塞塑⊇機運を醒成立乙もの資立。
_

例えば、高齢者と障がい児者が同一のサービスを受けられるよう

!こ
、介護保険と障がい福祉両方の制度に共生型サービスが :L蹴

^1.付加されるものです。                  嘲購|:電電
しかし、各事業所の体制転換、利用者の負担の問題など  Ⅵ

困難な課題も予想されているようです。            ' t

に携わる団体が連携 ・協力 し、参画と協働により、分野別の地

編

集

後

記

″之
を
知
る
も
の
は
、
こ
れ
を
好
む
も
の
に
ガ
か
ず

之
を
好
む
者
は
、
こ
れ
を
楽
し
む
者
に
好
か
ず
ク

論
語
の
言
葉
で
す
。

「物
事
を
理
解
し
て
い
る
人
に
は
知
識
は
あ
る
が
、

好
き
な
人
に
は
敵
わ
な
い
。
物
事
を
好
き
な
人
は
、

楽
し
ん
で
い
る
人
に
は
敵
わ
な
い
」
の
意
味
で
す
。

ア
メ
リ
カ
大
リ
ー
グ
の
大
谷
翔
平
選
手
は
高
校

時
代
に
幸
運
を
引
き
寄
せ
る
た
め
、
自
分
の
行
動

に
規
範
を
作
り
、
現
在
も
そ
れ
を
守

っ
て
プ

ロ
の

生
活
を
続
け
て
い
る
そ
う
で
す
ｃ

落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
を
拾
う
、
道
具
を
大
切
に
す

る
、
審
判
に
逆
ら
わ
な
い
、
ス
タ

ツ
フ
に
感
謝
す

る
等
で
す
ｃ

そ
れ
ら
の
行
為
だ
け
で
幸
運
に
恵
ま
れ
、
彼
が

立
派
な
成
績
を
残
せ
た
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
元

監
督
ジ

ョ
ー

・
マ
ド
ン
氏
は

「仕
事
は
楽
し
く
な

く
て
は
い
け
な

い
。
シ
ョ
ー

ヘ
イ
（翔
平
）
は
野
球

を
楽
し
ん
で
い
る
」
と
語
り
ま
し
た
。
日
頃
の
大

谷
選
手
が
心
が
け
て
い
る
行

い
は
、
テ
ー
ム
の
仲

間
た
ち
に
は
、
野
球
を
楽
し
ん
で
い
る
姿
に
見
え

る
の
で
す
。

楽
し
む
と
は
、
「
心
が
満
ち
足
り
た
状
態
」
を

言

い
ま
す
が
、
物
事
を
前
向
き
に
と
ら
え

て
行
け

ば
、
心
身
を
活
性
化
す
る
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
、

失
敗
を
恐
れ
、
他
人
か
ら
ど
う
見
ら
れ
て
い
る
か

な
ど
を
気
に
す
る
こ
と
も
な
く
な
る
と
い
い
ま
す
。

「
や

っ
て
み
よ
う
と
、
新
し
い
方
法
を
試
み
る
」

「多
種
多
様
な
人
と
付
き
合
う
」
「自
分
の
長
所
を

さ
ら
に
伸
ば
す
」
「
他
人
と
比
較
す
る
の
で
は
な

く
、
あ
り

の
ま
ま
の
自
分
で
ふ
る
ま
う
」
こ
れ
ら

が
自
分
の
人
生
を
楽
し
く
す
る
方
法
と

い
う
説
も

あ
り
ま
す
ｃ

私
た
ち
育
成
会
活
動
も

「
楽
し
い
仕
事
」
で
あ

り
た
い
も

の
で
す
ｃ

（紀
）

※
如
か
ず

＝
お
よ
ば
な

い

。
お
と
る


